
河川整備が
必要な場合

「子どもの水辺」再発見プロジェクト

■人間と環境の関わりについての理解を深め、豊かな人間性を育んでいくために、市民団体や河川管
理者、教育関係者などが一体となって、地域の身近な水辺（「子どもの水辺」）における環境学習や
自然体験活動を推進するため、国土交通省、文部科学省、環境省の３省が連携して、『「子どもの水
辺」再発見プロジェクト』に取り組んでいます。

■『水辺の楽校プロジェクト』は、子どもが安全に水辺に近づけ、環境学習や地域交流などの活動を推
進するために必要な施設整備などの支援を行うものです。

水辺の楽校プロジェクト（国土交通省）

水辺の楽校プロジェクトの概要別紙②

「水辺の楽校」のイメージ図

各主体連携した協議会
で環境教育の場となる
「子どもの水辺」を登録。
「サポートセンター」が活
動を支援（資機材の貸出、
活動のコーディネート
等）することで、子供た
ちの河川の利用を促進。

水辺の楽校
プロジェクト

子どもが安全に水辺に近づけ、環境学習や地域交流
などの活動を推進するために必要な施設整備などの
支援を行うもの。

ワンド整備

水辺に近づける河岸整備

遊歩道整備

体験・学習スペース整備

庄内川（愛知県清須市）

ガサガサ調査 Eボート体験

庄内川（愛知県清須市）

申請

※掲載画像の一部は生成AI によって修正・加工されたものです。


